コンサートおおよその流れ　及び　合奏曲の舞台上でのチューニングについて　（11/1現在）

＜黙祷＞

· 緞帳は開けたまま、舞台は暗。

· 14：45ごろ、舞台下にてアナウンス。14：46から一分間の黙祷を、各自、その場で行ってもらう旨。ワイヤレス-1使用。

· 出演者全員、幕前に出る。

· 14：46　黙祷のコール。1分間の黙祷の間は、受付でも黙祷を呼びかける。1分間だけお客の入場を止める。

· 黙祷が終わったら、ワイヤレスマイク-1を畑中武位置に戻し（第二部では桶胴位置へ）、ＥＳＳＡ-Ｈｏｉメンバーは出の準備。チューニング
＜第一部のオープニング＞
· 14：59ごろ、緞帳は閉めず、舞台が暗い状態で、ＥＳＳＡ-Ｈｏｉメンバー、三々五々、舞台に出て板付き。（チューニング可）
· 15：00　ステージマネージャーのキューで舞台を明るくする。
· 畑中、演奏位置にて開幕のアナウンス、大畠（挨拶）の紹介。笛用マイク使用。

· 大畠登場（エスコートは沼下さん）、出演者全員、舞台に出る。舞台下手側マイク-1で5分程度の挨拶。（コンサートをどのようなものにしたいか、募金の件、市を通じて避難者にもご案内ができた旨、など）
· この間、受付は、ホール外の受付から、ホール内受付場所に移動。演奏中のプログラム配布、募金受付はこちらで。

· 15：05～16：05　第一部演奏
· 第一部終了時、舞台上から休憩のアナウンス、募金のお願い

＜休憩＞15分～20分

· 受付募金箱とは別の募金箱も用意。（末子さん、のぶ子さん、飯田さん作成）休憩中に会場内に立って、募金を募る。客席に募金箱をまわすことはやらない。

· 休憩にはいったら幕を下ろし、第二部の配置に転換。

· マイク1.2.の移動とマイク3の高さ調節

· マイク4をカホンから出してギター（フィナーレ）用に

· 畑中はこの間、ＯＨ！ジーンズ用（着物風）衣装に着替えの専念しますので、舞台転換作業、よろしくお願いします。

＜第二部のオープニング＞

· 全員舞台上に。幕が閉まった状態で、波の音→大太鼓打ち下ろしの間に幕を開ける。→沼下アカペラ（どや節）ではじまる。
＜第二部後半「平泉の夢」＞
· カホンの後ろの椅子をマイク3（語り用）に出す。マイク3の高さを飯田（語り）に合わせる。
· 大太鼓を上手袖に片付け、神楽舞のスペースをあける。

· 畑中、桶胴太鼓に移動（舞台上手奥）。三村、直子は上手から登場、スタンバイ。

· はじまる前のＭＣは大畠、または畑中。
＜フィナーレ＞　
· 「平泉の夢」が終わってからフィナーレまでのつなぎのＭＣは大畠（畑中はこの間、マイク3の高さ調節）

· ワイヤレスマイク-1を桶胴位置から前へ出し、サックスと歌詞コール用に。

· 渡辺、田中、畑中武（チューニングは控え室で済ませて）登場

合奏のチューニングについて
以下は、フィナーレの舞台上でのチューニング確認のための参考です。
三味線（和楽器）の場合、調弦の方法が西洋音楽のチューニングのシステムとは異なるので、「実音Ａ」を全員が出してチューニングする方法は事実上不可能。
11/20の合同リハの際、三味線調子笛の「Ａ」の音が440であるかどうか、ＲＯＳＳＡのチューニングメーターで正確なところを再確認。

当日のフィナーレでは、バイオリン、ギター、サズ、アルトサックスは、控え室にてチューニングを済ませてから登場。三味線は、調子笛に確実にあわせる。舞台上でチューニング（ハーモニー）確認をする際は、以下のことを参考に。

· アメイジング・グレイスのチューニング：key inＤ♭
· 三味線は舞台上でチューニング。（三味線調子笛を基準とする。尺八を基準ではない。）
· 舞台上でのチューニング確認のための参考

1 「アメイジング・グレイス」では三味線は、調子笛の「実音Ｄ♭」に一弦を合わせる。
2 一弦：Ｄ♭　二弦：Ａ♭　三弦：Ｄ♭（調子：5本の二上り）

3 「一弦の実音Ｄ♭」はアルトサックスの「Ｂ♭」。　
· 東京音頭のチューニング：key in Gm
· 舞台上でのチューニング確認のための参考
1 三味線は「実音Ｄ」に一弦を合わせる。

2 一弦：Ｄ　二弦：Ａ　三弦：Ｄ（調子：6本の二上がり）弦3本とも、主音（Ｇ）にはあわせない。
3 「一弦の実音Ｄ」はアルトサックスの「Ｂ」。　
＜アンコール予定＞
· 花のチューニング：key in E♭ 
· 舞台上でのチューニング確認のための参考
1 三味線は「実音Ｅ♭」に一弦を合わせる。

2 一弦：E♭　二弦：Ｂ♭　三弦：E♭（調子：7本二上がり）
